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から光分解し濃縮する方式である。後者では、アセトニトリル相へ電子移動型増感剤 (9 ， 10ージシアノアントラセ





















式では、電子移動型増感剤 (9 ， 10ージシアノアントラセン)の添加により、可視光 (À >400nm) での脱硫が可能
であった。本方法は、接触分解ガソリンの脱硫にも応用できることや、増感剤の回収・再利用を含めたクローズドプ
ロセスを設計できることを明らかにした。軽油の脱窒素反応は、軽油/過酸化水素水および軽油/アセトニトリルの
いずれの方式を用いた場合でも同時に可能であることを見いだした。残油中の金属(パナジウム・ニッケル)ポルフィ
リンは高分子芳香族(アスファルテン)と強く相互作用しているため、 2- プロパノールなどのアルコール溶媒を残
油に添加することにより、相互作用を弱めてから光分解させる方法が有効であった。さらに、分解された金属化合物
は続く抽出操作によって残油中から完全に除去されることを明らかにした。
以上のように、本論文は機能性化学反応と在来の単位操作(液液抽出)を巧妙に複合化し、燃料油に含有される除
去対象物質の化学的特性を変化させて除去する、新規なアイディアに基づいたプロセスを設計し、これらが従来法
(水素化脱硫)に代わる省エネエネルギープロセスとして有効であることを見いだした。よって、博士(工学)の学
位論文として価値のあるものとして認める。
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